
平成26年度授業シラバスの詳細内容

授業コード C196001
科目ナンバリン
グコード

第 1 週 ：

第 2 週 ：

第 3 週 ：

第 4 週 ：

第 5 週 ：

第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ：

第10週：

第11週：

選択 単位数 2

履修上の注意また
は履修条件

受講心得

科目名（英） 提携講座（国際コミュニティ演習）（Cooperated course in Practice of the Global and Community Activities）

担当教員名 高見　大介

配当学年 ２年（2013年度入学生のみ） 開講期 後期（H26年度のみ）

必修・選択区分

授業の目的

異文化と自国の文化の相互理解と実践的交流を目的とし、地元地域の文化（伝統芸能）を自ら
掘り起し、体験し異文化へ輸出する事。また、異文化への理解を座学で学び、実際に他国へ訪
れさらに深く理解する事で相互理解の重要性を身につけることを目的とする。

授業の概要

自国の文化を論理的に展開するべく、地元地域の伝統芸能保存の団体等に密着し、それを深く
学ぶ。また、仕上げとして、実際に異文化の交流を海外で実践する。それぞれの知識を実践的に
学ぶとともに，各地域をフィールドにした実践活動を行うことで，将来のグローバル人材としての
素養を養う。

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

教科書

参考文献及び指定
図書

関連科目

第３回　ワークキャンプ事例報告（日本財団よりゲスト）

第４回　大分とインドネシアの歴史

第１回　ワークキャンプ概論

第２回　異文化の相互理解と、インドネシア

第６回　インドネシアの伝統芸能

第７回　中間発表

第５回　大分の伝統芸能

第11回　海外ワークキャンプ準備（日本財団よりゲスト）

第９回　異文化交流の実践事例

第10回リスクマネジメント概論（海外編）

第８回　事前準備について



第12週：

第13週：

第14週：

第15週：

第16週：

第14回　実習（３：インドネシアの伝統芸能を学ぶ）

第12回　実習（１：インドネシアの文化を知る）

第13回　実習（２：大分の伝統芸能を伝える）

【知識・理解】

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

授業の運営方法

（１）授業の形式

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング

【思考・判断・創
造】

第15回　報告会用プレゼンテーション取りまとめ

インドネシア実習

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】



合計欄 0点○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

発表・その他
（無形成果）

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）


